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傾
向
を
反
転
で
き
る
か
の
ラ
ス
ト

チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
今
後
３
年
間

を
「
集
中
取
り
組
み
期
間
」
と
位

置
づ
け
取
り
組
む
と
い
う
。
３
兆

円
超
の
財
源
の
裏
付
け
な
し
に
進

め
る
そ
う
だ
。
さ
す
が
異
次
元
で

あ
る
▼
〝
戦
略
〞
と
言
う
が
、
現

政
府
は
一
体
誰
と
戦
う
の
か
。
評

判
は
特
に
子
育
て
世
代
か
ら
芳
し

く
な
い
。
働
く
女
性
の
６
割
が
期

待
し
な
い
と
そ
っ
ぽ
を
向
い
て
い

る
そ
う
だ
。
上
の
世
代
か
ら
の
昭

和
的
な
価
値
観
で
、
控
除
や
児
童

手
当
な
ど
現
金
給
付
ば
か
り
が
重

視
さ
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
を
産

み
た
く
な
る
環
境
を
ど
う
つ
く
る

か
、
そ
の
延
長
上
に
子
ど
も
の
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が
実
現
す
る
と

い
う
発
想
が
不
可
欠
だ
。
少
子
化

が
問
題
視
さ
れ
数
十
年
、
な
ぜ
こ

ん
な
に
も
対
応
が
遅
い
の
だ
ろ
う

▼
反
対
に
拙
速
に
進
め
る
政
策
が

あ
る
。
２
兆
円
超
の
ポ
イ
ン
ト
を

餌
に
普
及
を
図
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
。
福
島
の
大
惨
事
を
忘
れ

た
か
の
よ
う
な
原
発
推
進
。
防
衛

費
と
い
う
名
の
軍
事
費
の
増
額
。

頼
ま
れ
も
し
な
い
の
に
閣
議
決
定

の
み
で
足
早
に
現
政
権
は
進
め

る
。
巨
額
の
利
権
が
絡
ん
で
お

り
、
票
に
繋
が
る
か
ら
だ
▼
利
権

を
漁
る
人
々
を
〝
政
治
屋
〞
と
あ

え
て
表
現
し
た
い
。
わ
れ
わ
れ
は

〝
政
治
屋
〞
と
〝
政
治
家
〞
を
峻

別
す
る
目
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
選
挙
は
人
気
投
票
で
は
な

い
▼
今
一
度
〝
政
治
家
〞
に
投
票

し
よ
う
。「
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム

（
地
域
主
権
主
義
）」
を
掲
げ
、

実
践
す
る
岸
本
聡
子
杉
並
区
長
の

話
を
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
で
聞

い
て
強
く
感
じ
た
。
さ
も
な
く
ば

こ
の
程
度
の
国
民
に
こ
の
程
度
の

政
治
と
言
わ
れ
続
け
る
。 

（
蓮
）

　

先
月
、
政
府
は
異

次
元
の
少
子
化
対
策

と
し
て
、「
こ
ど
も

未
来
戦
略
方
針
」
を

発
表
し
た
。
少
子
化

２０２３年(令和５年)７月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２０４３号（１）
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図　コロナ感染拡大時に減少した差し押さえが再び増加
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生虫症と熱帯病治療薬研究班の活動」
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２
０
２
２
年　

国
保
保
険
証
に
関
す
る
県
内
自
治
体
調
査

差
し
押
さ
え
件
数
が
大
幅
に
増
加

　

協
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
国
保
保
険
証
交
付
等
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
が
ま
と
ま
り
、
県
内
の
国
保
加
入
世
帯
70
万
４

４
９
４
世
帯
の
う
ち
保
険
料
減
免
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
が
７
割
、

滞
納
世
帯
は
２
割
に
の
ぼ
り
、
約
１
万
２
千
世
帯
に
保
険
証
が
未
交

付
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
滞
納
に
よ
る
差
し
押
さ
え
件
数
が

７
６
６
０
件
に
の
ぼ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
結
果
の
詳

細
を
紹
介
す
る
。

保
険
料
減
免
７
割

さ
ら
に
拡
充
を

　

国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
の
半

数
が
60
歳
以
上
で
、
加
入
者
の
４

割
超
が
無
職
、
１
世
帯
当
た
り
の

平
均
所
得
は
１
４
０
万
円
で
、
平

均
保
険
料
（
税
）
調
定
額
は
約
14

万
円
と
、
協
会
け
ん
ぽ
や
組
合
け

ん
ぽ
と
比
較
し
て
も
、
保
険
料
負

担
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
本
調

査
は
県
内
の
国
保
の
保
険
料
滞
納

や
無
保
険
の
現
状
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
保
険
証
の
交
付
状
況
や

保
険
料
の
減
免
制
度
利
用
世
帯

数
、
滞
納
者
数
な
ど
を
質
問
す
る

も
の
で
、
１
９
８
８
年
か
ら
行
っ

て
お
り
、
31
年
連
続
で
県
下
の
全

自
治
体
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

　

国
に
よ
る
保
険
料
軽
減
・
免
除

制
度
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
（
21

年
度
末
時
点
）
は
、
48
万
６
６
３

７
世
帯
と
、
加
入
世
帯
の
約
７
割

に
の
ぼ
る
。

　

西
宮
市
や
尼
崎
市
な
ど
都
市
部

で
は
自
治
体
に
よ
る
独
自
の
保
険

料
減
額
制
度
を
実
施
し
多
数
利
用

者
が
い
る
が
、
独
自
減
免
制
度
が

な
い
自
治
体
が
多
い
。

　

国
が
昨
年
４
月
か
ら
未
就
学
児

の
均
等
割
り
を
５
割
軽
減
す
る
制

度
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
自
治
体
で
さ
ら
な
る
軽
減
を

実
施
す
る
の
か
ど
う
か
を
聞
い
た

が
、
以
前
か
ら
軽
減
措
置
を
行
っ

て
い
た
加
西
市
と
赤
穂
市
の
２
市

町
以
外
で
は
、
新
た
に
実
施
予
定

は
な
い
と
の
回
答
だ
っ
た
。

　

高
す
ぎ
る
国
保
料
是
正
の
た

め
、
自
治
体
独
自
の
減
免
制
度
の

拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。

滞
納
の
催
促
・
レ
セ
プ
ト
点
検

多
く
が
民
間
委
託

　

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

数
（
22
年
12
月
１
日
時
点
）
は
、

12
万
３
１
１
３
世
帯
で
、
国
保
加

入
世
帯
の
２
割
近
く
に
の
ぼ
り
、

加
入
者
の
多
く
が
減
免
制
度
を
利

用
し
て
も
、
保
険
料
が
高
す
ぎ
て

支
払
え
な
い
世
帯
が
多
数
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

滞
納
期
間
が
１
年
６
カ
月
を
超

え
た
際
、
差
し
押
さ
え
が
行
わ
れ

る
場
合
が
あ
り
、
２
０
２
１
年
度

差
し
押
さ
え
件
数
は
７
６
６
０
件

と
20
年
度
よ
り
大
き
く
増
加
し
た

（
図
）。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

・
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
で
活
動
が

制
限
さ
れ
る
も
と
で
、
差
し
押
さ

え
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

各
市
町
が
、
例
年
通
り
の
差
し
押

さ
え
を
再
開
し
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

　

滞
納
世
帯
へ
の
催
促
に
つ
い

て
、
８
市
が
「
民
間
委
託
し
て
い

る
」
と
回
答
（
表
）。
各
世
帯
の

個
別
事
情
を
見
ず
、
保
険
料
の
収

納
率
を
高
め
る
こ
と
あ
り
き
の
対

応
が
行
わ
れ
か
ね
な
い
。

　

診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ

ト
）
点
検
に
つ
い
て
、
民
間
業
者

に
委
託
を
行
っ
て
い
る
の
は
28
市

町
と
昨
年
と
同
様
と
な
っ
た
。
う

ち
19
市
町
が
「
点
検
効
果
額
目

標
」
を
「
定
め
て
い
る
」
と
回

答
。
数
字
あ
り
き
で
民
間
業
者
に

レ
セ
プ
ト
請
求
金
額
の
削
減
を
行

わ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

保
険
証
未
交
付
１
万
２
千
世
帯

短
期
保
険
証
３
万
１
千
世
帯

　

保
険
証
の
未
交
付
数
（
保
険
証

の
交
付
対
象
世
帯
総
数
か
ら
保
険

証
交
付
済
み
数
を
除
い
た
数
、
２

０
２
２
年
12
月
１
日
時
点
、
一
部

市
町
は
更
新
時
期
が
異
な
る
た
め

る
。

　

各
市
町
は
こ
れ
ま
で
独
自
で
自

治
体
の
会
計
か
ら
法
定
外
繰
り
入

れ
を
行
い
保
険
料
を
引
き
下
げ
て

き
た
が
、
保
険
料
収
納
率
の
向
上

や
法
定
外
繰
り
入
れ
の
削
減
が
評

価
さ
れ
、
都
道
府
県
に
交
付
金
が

傾
斜
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

繰
り
入
れ
金
額
は
年
々
減
少
し
、

神
戸
市
な
ど
８
市
町
で
は
ゼ
ロ
と

な
っ
て
い
る
。

　

国
保
は
市
民
の
助
け
合
い
制
度

で
は
な
く
、
憲
法
25
条
の
生
存
権

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
社
会
保
障

制
度
の
大
切
な
柱
の
一
つ
で
あ

る
。
国
保
の
改
善
に
は
、
構
造
的

問
題
の
解
決
と
と
も
に
、
保
険
料

引
き
下
げ
の
た
め
、
抜
本
的
な
国

庫
負
担
増
が
必
要
で
あ
り
、
同
時

に
市
町
に
は
法
定
外
繰
り
入
れ
の

増
額
も
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
保

険
料
を
負
担
し
な
い
と
い
う
理
由

で
、
給
付
に
制
限
を
も
う
け
る
制

度
は
、
低
所
得
者
を
中
心
に
、
そ

の
受
診
の
機
会
を
奪
い
か
ね
ず
、

社
会
保
障
と
し
て
は
本
末
転
倒
で

あ
り
、
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

「
資
格
確
認
書
」は

一
律
全
員
に
発
行
を

　

「
保
険
証
廃
止
」
法
が
成
立
し

た
こ
と
を
受
け
、
保
険
証
に
代
わ

っ
て
、
加
入
者
の
申
請
に
基
づ
き

「
資
格
確
認
書
」
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
短
期
証
や
資
格

証
明
書
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
現
在
で
も
多
く
の
加
入
世
帯

の
も
と
に
保
険
証
が
届
い
て
い
な

い
が
、
さ
ら
に
多
く
の
世
帯
で
保

険
証
が
手
元
に
な
く
必
要
な
医
療

が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
状
態
が

生
ま
れ
か
ね
な
い
。

　

資
格
確
認
書
は
「
保
険
者
が
必

要
と
認
め
る
と
き
は
、
本
人
か
ら

の
申
請
に
よ
ら
ず
、
資
格
確
認
書

を
交
付
で
き
る
こ
と
と
す
る
」
と

の
法
の
規
定
が
あ
り
、
法
成
立
時

の
参
議
院
で
の
附
帯
決
議
で
も
、

全
て
の
被
保
険
者
が
確
実
に
保
険

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
、
短
期

証
や
資
格
証
明
書
廃
止
に
伴
う
運

営
で
は
患
者
や
医
療
現
場
の
声
を

聞
き
、
配
慮
す
る
こ
と
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
。

　

協
会
は
保
険
証
廃
止
撤
回
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
各
市
町
が
全

加
入
者
へ
一
律
に
資
格
確
認
書
を

発
行
す
る
こ
と
、
滞
納
者
で
も
必

要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
対

応
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
、
県
社

会
保
障
推
進
協
議
会
な
ど
と
と
も

に
運
動
を
強
め
て
い
く
。

時
期
が
異
な
る
）
は
県
全
体
で
１

万
１
７
１
２
世
帯
、
未
交
付
率
は

１
・
７
％
と
な
っ
た
。
特
に
、
尼

崎
市
で
７
・
３
％
、
西
宮
市
で
４

・
３
％
と
都
市
部
を
中
心
に
未
交

付
率
が
高
い
。

　

１
万
世
帯
を
超
え
る
県
民
が
手

元
に
保
険
証
が
な
く
、
必
要
な
治

療
を
受
け
難
い
「
無
保
険
」
状
態

と
な
っ
て
い
る
現
状
は
、「
国
民

皆
保
険
制
度
」
と
言
い
難
く
、
早

急
な
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　

有
効
期
限
の
短
い
短
期
被
保
険

者
証
の
交
付
数
（
22
年
12
月
１
日

時
点
）
は
、
３
万
１
４
４
５
世

帯
、
４
・
５
％
と
な
っ
た
。

　

医
療
機
関
窓
口
で
全
額
を
い
っ

た
ん
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

資
格
証
明
書
の
21
年
度
発
行
世
帯

数
は
６
９
６
９
世
帯
、
被
保
険
者

世
帯
比
で
１
・
０
％
と
な
り
、
20

年
度
７
９
１
１
世
帯
、
１
・
１
％

か
ら
微
減
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

22
年
度
に
な
っ
て
12
月
ま
で
の
発

行
数
は
７
７
６
４
世
帯
と
す
で
に

21
年
度
発
行
世
帯
数
を
上
回
っ
て

い
る
。
宝
塚
市
・
丹
波
市
・
宍
粟

市
・
市
川
町
・
福
崎
町
の
５
市
町

は
資
格
証
明
書
を
発
行
し
て
い
な

い
。
資
格
証
明
書
は
、
必
要
な
医

療
機
関
受
診
の
抑
制
に
つ
な
が

り
、
患
者
の
健
康
悪
化
を
招
く
可

能
性
が
極
め
て
高
い
。

　

国
保
法
44
条
に
基
づ
い
て
、
災

害
・
事
業
の
休
廃
止
・
失
業
・
生

活
困
窮
の
場
合
に
、
医
療
費
窓
口

負
担
が
免
除
、
減
額
、
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

22
年
度
の
利
用
者
は
６
自
治
体
29

世
帯
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

国
庫
負
担
の

抜
本
的
増
額
を

　

高
齢
者
、
無
職
・
低
所
得
者
が

多
い
国
民
健
康
保
険
で
は
、
保
険

料
負
担
が
重
く
、
滞
納
者
が
多

く
、
加
入
者
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
な
い
現
状
が
存
在
す
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健康保険証を廃止しないことを求める健康保険証を廃止しないことを求める
署名にご協力ください署名にご協力ください

⬇ オンラインでも署
名をすることがで
きます

※ 名前・メールアド
レス、市町を入力
するだけで簡単！
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2017

7,114

7,425

8,013
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7,660
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18 19 20 21（年度）

神 戸 市 直近３期以内の未納がある世帯に対し
て、電話催告を実施

尼 崎 市 訪問、電話、文書による催告

宝 塚 市 電話催告

川 西 市 納税呼びかけセンターからの架電

西 宮 市 コールセンターから架電

芦 屋 市 未納保険料についての架電、訪問での
催告

加古川市 コールセンターから架電

姫 路 市 電話、訪問による催告
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
６
月
17

日
、
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

「
薬
物
疫
学
と
薬
物
療
養
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
開
催
。
京
都

大
学
名
誉
教
授
の
福
島
雅
典
先
生

が
講
師
を
務
め
、
55
人
（
会
場
10

人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
45
人
）
が
参
加
し

た
。
司
会
を
務
め
た
半
田
伸
夫
先

生
の
感
想
を
掲
載
す
る
。

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
６
月

４
日
、
公
害
環
境
対
策
学
習
会

「
永
遠
の
化
学
物
質
：
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
―
摂
津
市
で
の
汚
染
問

題
を
中
心
に
―
」
を
大
阪
保
険
医

会
館
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、

53
人
が
参
加
し
た
。
京
都
大
学
名

誉
教
授
で
公
益
社
団
法
人
京
都
保

健
会
社
会
健
康
医
学
福
祉
研
究
所

所
長
の
小
泉
昭
夫
先
生
が
講
演
し

た
。
加
藤
擁
一
副
理
事
長
の
参
加

記
を
紹
介
す
る
。

　

最
近
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ

ス
）
と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉

が
、
よ
く
報
道
さ
れ
て
い
る
。
日

本
各
地
の
井
戸
や
水
道
水
か
ら
検

出
さ
れ
て
い
て
、
汚
染
の
広
が
り

が
心
配
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
小

泉
昭
夫
先
生
か
ら
お
話
を
う
か
が

っ
た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
、「
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
」
の
総
称
で
、
水
や
油

を
は
じ
き
、
熱
に
強
い
特
徴
が
あ

り
、
自
然
界
で
は
ほ
ぼ
分
解
さ
れ

な
い
。
フ
ラ
イ
パ
ン
や
衣
服
か

ら
、
消
火
剤
ま
で
、
幅
広
く
使
用

さ
れ
て
き
た
。
環
境
中
や
人
体
に

長
く
残
る
た
め
、「
永
遠
の
化
学

物
質
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
人

体
に
取
り
込
ま
れ
て
蓄
積
す
る

と
、
腎
臓
が
ん
な
ど
の
健
康
被
害

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

私
が
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
っ

た
き
っ
か
け
は
、
昨
年
上
映
さ
れ

た
映
画
「
ダ
ー
ク
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

ズ　

巨
大
企
業
が
恐
れ
た
男
」
で

あ
る
。
１
９
９
８
年
に
ア
メ
リ
カ

の
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
起

こ
っ
た
実
話
に
基
づ
く
社
会
派
の

リ
ー
ガ
ル
ド
ラ
マ
で
、
デ
ュ
ポ
ン

社
が
引
き
起
こ
し
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に

よ
る
環
境
汚
染
に
対
し
て
闘
う
弁

護
士
と
住
民
た
ち
の
話
だ
っ
た
。

企
業
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て

事
実
を
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
。
そ

れ
を
あ
ば
く
ス
リ
リ
ン
グ
な
論
争

が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

わ
が
国
で
も
米
軍
の
沖
縄
嘉
手

納
基
地
や
東
京
横
田
基
地
の
周
辺

地
域
か
ら
高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が

検
出
さ
れ
、
泡
消
火
剤
が
汚
染
源

と
し
て
疑
わ
れ
て
い
る
。

泡
消
火
剤
は
訓
練
で
も
使

用
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な

汚
染
源
の
一
つ
で
あ
る
。

　

大
阪
で
は
、
摂
津
市
の

ダ
イ
キ
ン
工
場
周
辺
で
汚

染
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

今
回
の
学
習
会
に
来
て
い

た
だ
い
た
市
民
団
体
の
方

々
か
ら
も
、
状
況
を
お
話

し
い
た
だ
い
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
前
述

の
住
民
運
動
の
高
ま
り
の

下
で
、
住
民
の
健
康
調
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
疫
学
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
、
飲
料
水
１
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
い
う
厳

し
い
法
規
制
基
準
案
を
今
年
３
月

に
発
表
し
た
。
日
本
で
は
、
50
ナ

ノ
グ
ラ
ム
の
暫
定
指
針
値
が
設
定

　

当
院
や
こ
ど
も
と
お
と
な
の
Ｍ

＆
Ｈ
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
津
田
雅
世
院

長
）
が
協
力
し
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
る
「
ポ
レ

ポ
レ
倶
楽
部
」
が
、
２
０
２
２
年

12
月
８
日
か
ら
２
０
２
３
年
６
月

15
日
ま
で
全
７
回
の
学
習
会
を
加

東
市
内
で
開
催
し
た
。

　

「
障
が
い
者
福
祉
の
し
く
み
と

さ
さ
え
あ
い
」
な
ど
社
会
保
障
の

制
度
ご
と
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
、

さ
れ
て
い
る
が
、
法
的
拘
束
力
を

伴
う
規
制
で
は
な
く
、
世
界
か
ら

も
遅
れ
た
状
態
で
あ
る
。
一
刻
も

早
く
、
国
に
対
策
を
講
じ
る
よ
う

声
を
上
げ
て
い
く
必
要
を
感
じ

た
。

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当

者
、
患
者
を
診
て
い
る
医
師

な
ど
、
地
域
全
体
が
横
の
連

携
で
、
し
か
る
べ
き
制
度
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
体
制
づ
く
り
が
不
可
欠
と

訴
え
ら
れ
た
。

　

毎
回
、
社
会
福
祉
士
や
、

後
援
し
て
い
る
加
東
市
や
加

西
市
の
担
当
職
員
な
ど
30
人

程
度
に
参
加
い
た
だ
い
て
お

各
制
度
に
つ
い
て
多
職
種
で
学
び

深
め
合
う
こ
と
で
地
域
の
「
重
層

的
な
支
援
体
制
」
を
確
立
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
講
師
は

神
戸
女
子
大
学
客
員
講
師
の
阿
江

善
春
先
生
に
お
願
い
し
た
。

　

内
容
を
少
し
紹
介
す
る
と
、

「
生
活
支
援
、
権
利
擁
護
の
し
く

み
と
さ
さ
え
あ
い
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
第
６
回
目
（
５
月
18
日
）
で

は
、
阿
江
先
生
は
「
日
本
に
は
い

わ
ゆ
る
『
防
貧
』
の
た
め
の
仕
組

み
と
し
て
、
医
療
・
年
金
・
雇
用

・
労
災
・
介
護
の
五
つ
の
保
険
制

度
が
あ
る
。
地
域
で
困
っ
て
い
る

人
を
見
か
け
た
と
き
、
こ
れ
ら
の

制
度
に
う
ま
く
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
の
人
の
人
生
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
解
説
さ

れ
た
。

　

そ
し
て
、
五
つ
の
保
険
制
度
が

縦
割
り
と
な
っ
て
い
る
行
政
の
も

と
で
は
、
窓
口
担
当
者
の
み
な
ら

ず
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包

り
、
地
域
連
携
を
進
め
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
連
続
講
座
を
企
画
し
た
、

地
域
住
民
を
対
象
と
す
る
地
域
の

総
合
相
談
窓
口
の
つ
だ
薬
局
滝
野

店
代
表
の
津
田
美
和
子
氏
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

・
薬
剤
師
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

は
「
学
習
会
終
了
以
降
も
事
例
検

討
会
な
ど
を
積
み
重
ね
、
重
層
的

支
援
体
制
確
立
の
た
め
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
意
欲
を
示

し
て
い
る
。

　

当
院
で
も
助
産
師
に
よ
る
赤
ち

ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
向
け
の
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
理
学
療
法
士
に
よ

る
運
動
塾
と
体
幹
セ
ミ
ナ
ー
、
言

語
聴
覚
士
に
よ
る
こ
と
ば
の
教
室

な
ど
を
開
催
し
て
お
り
、
多
職
種

が
連
携
し
地
域
の
健
康
を
守
っ
て

い
く
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

福
島
雅
典
先
生
は
名
古
屋
大
学

を
ご
卒
業
後
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン

タ
ー
で
臨
床
医
を
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
折
に
わ
が
国
で
多
用
さ
れ
て

い
た
ク
レ
ス
チ
ン
や
ピ
シ
バ
ニ
ー

ル
と
い
っ
た
特
殊
な
薬
剤
の
使
用

に
疑
問
を
持
っ
た
。
そ
の
後
有
名

な
Ｍ
Ｓ
Ｄ
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
旧
メ
ル

ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
の
翻
訳
を
さ

れ
、
海
外
の
知
己
を
得
た
そ
う

だ
。
日
本
独
自
の
薬
剤
の
話
を
す

る
と
、「
ぜ
ひ
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
そ

の
内
容
を
報
告
し
て
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
、
先
ほ
ど
の
日
本
独
自
の

抗
が
ん
剤
の
内
容

を
報
告
し
た
。

　

そ
の
後
、
薬
剤

の
臨
床
治
験
を
世

界
標
準
で
あ
る
Ｇ

Ｃ
Ｐ
に
準
拠
す
る

活
動
に
精
力
的
に

関
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
。
そ
の
仕
事
の

関
係
で
京
都
大
学

に
致
死
的
な
副
作
用
が
あ
っ
た
場

合
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
は
リ
ス
ク
を

上
回
る
の
か
（
イ
レ
ッ
サ
の
例
を

と
り
説
明
さ
れ
た
）。

　

特
に
新
し
い
薬
を
使
用
す
る
際

に
は
そ
の
構
造
や
薬
剤
動
態
、
治

験
結
果
か
ら
ま
ず
リ
ス
ク
が
ど
の

程
度
あ
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
で

あ
る
（
メ
ル
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記

載
あ
り
）
と
話
さ
れ
た
。

　

ま
た
ヒ
ト
硬
膜
製
剤
に
よ
る
ヤ

コ
ブ
病
（
人
の
狂
牛
病
）
の
発
症

予
測
等
に
基
づ
き
比
較
的
早
期
に

使
用
を
や
め
る
こ
と
を
政
府
に
求

め
た
こ
と
や
、
イ
レ
ッ
サ
の
間
質

性
肺
炎
訴
訟
に
も
関
係
さ
れ
た
。

　

現
在
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
リ
ス
ク
・
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
研
究
さ
れ
て
い

て
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
遺
伝

子
治
療
と
と
ら
え
る
べ
き
で
、
長

い
目
で
見
て
そ
の
副
作
用
を
観
察

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
２
０
０

０
人
を
超
え
る
死
者
や
、
副
作
用

に
苦
し
む
人
に
対
し
て
速
や
か
な

被
害
者
救
済
認
定
や
補
償
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
。

　

医
療
と
は
元
来
不
確
実
な
も
の

で
あ
り
、
医
療
側
は
確
率
論
で
説

明
し
、
患
者
側
は
決
定
論
で
考
え

各
々
思
考
過
程
が
異
な
る
。
そ
の

た
め
に
臨
床
的
意
思
決
定
を
支
え

る
科
学
、
予
測
科
学
と
し
て
の
臨

床
医
学
が
必
要
で
あ
る
。

　

医
療
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
核
心
は
「
医
療
に
お
け

る
適
応
と
限
界
を
理
解
し
て
、
禁

忌
を
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
」

「
す
べ
き
こ
と
を
し
な
い
、
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
す
る
。
思
い

こ
み
、
決
め
つ
け
、
話
を
聞
か
な

い
、
言
う
べ
き
こ
と
を
言
わ
な
い

の
は
駄
目
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘

ず
る
必
要
が
あ
る
」
と
ま
と
め
ら

れ
た
。
す
ば
ら
し
い
講
演
で
あ
っ

た
。

 

【
西
宮
市　

半
田　

伸
夫
】

に
薬
剤
疫
学
講
座
を
開
設
す
る
際

に
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
。

　

薬
剤
に
は
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ

ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
ど
う
科

学
的
に
評
価
し
、
正
し
い
判
断
を

す
る
か
は
常
に
問
わ
れ
る
命
題
で

あ
る
。
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
判
断
す

る
治
療
効
果
と
は
何
か
。
例
え
ば

抗
が
ん
剤
で
対
象
腫
瘍
の
縮
小
や

消
失
を
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
明
ら
か
に
縮
小
効
果
が
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
生
命
予
後
は
偽
薬

と
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
評
価
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て
そ
の
薬
剤

感
想
文

西宮・芦屋支部　リスクマネジメント研究会西宮・芦屋支部　リスクマネジメント研究会

医療における
適応と限界の理解を

地域から考える「食の安全保障」

福島雅典京都大学名誉教授が
薬物疫学とリスクマネジメン
トについて語った　　　　　

米軍基地や大阪・摂津市のダイキン工場周辺
での汚染事例が紹介された　　　　　　 　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）

一
刻
も
早
く
対
策
を

加
東
市
で「
重
層
的
な
支
援
体
制
」

確
立
の
た
め
の
連
続
学
習
会

副
理
事
長　
　

加
藤　

擁
一

加
東
市
・
歯
科　
　

津
田　

宜
志

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
公
害
環
境
対
策
学
習
会

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
公
害
環
境
対
策
学
習
会

参 加 記

員員 稿稿
会 投

学習会で講師の阿江先生（中央）と、
代表の津田美和子氏（右）、筆者（左）

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

富
田　

雅
之
先
生

姫
路
市　

内
・
消
・
小
児
科

４
月
２
日 

享
年
71
歳

高
橋　

靖
昌
先
生

垂
水
区　

泌
尿
器
科

５
月
14
日 

享
年
78
歳

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

休業保障制度と所得補償保険
病気やケガによる休業も安心

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

サイバープロテクター保険
サイバー攻撃への備えに

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル

ドクターに最適を提供します

日　時　７月22日（土）14時～16時
会　場　小野市うるおい交流館エクラ　市民交流ホール（Web併用）
講　師　東京大学大学院教授　鈴木　宣弘先生
　　　　※Webでのご講演です

Web参加は右から、来場参加は☎078－393－1840まで

北播支部　市民公開講座北播支部　市民公開講座

https://onl.bz/
YpGFFMB
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2023年度の県内指導等実施予定
－協会が厚生局に開示請求ー

個別指導は「再指導」中心
　兵庫県内の2023年度指導等実施予
定件数（表１）および診療科別平均
点数（表２）が、協会が行った近畿
厚生局への行政文書開示請求により
明らかになった。
　個別指導は、医科病院が１件、医
科診療所が15件、歯科が12件で、い
ずれも前年度、前々年度よりも減少
している。選定理由は「再指導」が
中心で、「情報提供」は医科３件、
歯科１件となっている。前年度に続
き、「高点数」を理由とした個別指
導は予定されていない。

７月に集団的個別指導
　高点数医療機関を対象とした集団
的個別指導について、今年度は７月
に医科診療所135件・病院20件（い
ずれも神戸会場20日、姫路会場６
日）、歯科234件（姫路会場20日、神
戸会場27日）を対象に行われる。
　集団的個別指導は、レセプト１件
あたりの診療科別平均点数の1.2倍
（医科病院は1.1倍）を超え、かつ
上位８％が対象とされている。①レ
セプト枚数が月30枚以下の医療機関
や、②前年度および前々年度に集団
的個別指導か個別指導を受けた医療
機関は、対象から除外される。
　今年度は例年に比べ、医科診療所
の実施件数が減少しているが（22年
度291件、21年度325件、20年度250
件、19年度259件）、②の件数が増加
したことによるもの。
　近畿厚生局兵庫事務所は、各医療
機関から自院の平均点数について照
会があれば回答するとしている（☎
078－325－8925）。

実施通知が届いたら協会へ相談を
　協会は、高点数のみを理由とする
個別指導や集団的個別指導の廃止を
求めており、引き続き厚労省や近畿
厚生局に要請していく。
　また、会員からの個別指導等の相
談に応じているので、実施通知が届
いたら、ご連絡いただきたい（医科
電話☎078－393－1840、歯科電話☎
078－393－1809）。

表１　2023年度指導等実施予定件数

医　

科

病
院

集団指導
新規指定 0
指定更新 60
新規登録 370

集団的個別指導 20
新規個別指導 2

個別指導

情報提供 0
再指導 1
高点数 0
その他 0
合計 1

施設基準調査 88

診
療
所

集団指導
新規指定 120
指定更新 800

集団的個別指導 135
新規個別指導 168

個別指導

情報提供 3
再指導 12
高点数 0
その他 0
合計 15

歯　

科

集団指導
新規指定 60
指定更新 560
新規登録 30

集団的個別指導 234
新規個別指導 54

個別指導

情報提供 1
再指導 11
高点数 0
その他 0
合計 12

表２　診療科別平均点数

医療機関数 県内平均点数 選定（実施）
予定件数

病　

院

（
３
区
分
）

一般病院 265 60,550 18

精神病院 32 43,497 2

臨床研修指定病院等 48 70,897 0

病院計 345 20

診
療
所
（
12
区
分
）

内科（人工透析有以外（その他）） 1,246 1,205 35

内科（人工透析有以外（在宅）） 709 1,489 19

内科（人工透析有） 103 8,569 8

精神・神経科 224 1,715 1

小児科 309 1,523 15

外科 341 1,309 13

整形外科 404 1,161 10

皮膚科 241 643 6

泌尿器科 95 1,440 0

産婦人科 158 1,501 4

眼科 377 990 10

耳鼻咽喉科 256 967 14

診療所計 4,463 135

歯　科 2,923 1,334 234

〈ブリッジの仮着〉

歯科保険請求
144

する理解を一層深めさせることを主眼
として行うものとする」（指導大綱関
係実施要領より）、翌年度においても
高点数保険医療機関に該当した場合、
翌々年度に個別指導の対象となること
を伝えることとされています。集個は
１時間半程度の講習会形式で、実施通
知は１カ月前に郵送されています（今
年度は姫路会場７月20日、神戸会場７
月27日）。通知が届いた先生は必ずご
出席ください。
　協会が情報開示請求した資料（左の
審査対策部だよりをご参照ください）
によると、兵庫県の歯科平均点数は
1,334点（前年度1,340点）です。今年
度選定された指導対象のうち、最高平
均点は2,855点（前年度4,405点）、最
下位点数は1,604点（前年度1,735点）
となっています。自院の平均点数は近
畿厚生局兵庫事務所に電話（☎078－
325－8925）で照会可能です。
　個別指導は「情報提供」と「再指
導」分が中心です。「高点数」の理由
でも実施されますが、指導を恐れて、
実際に行った治療や検査を保険請求し
ないなどの萎縮診療に陥ることがあっ
ては決してなりません。
　協会は、高点数を理由とした医療費
抑制策のための指導は廃止を求めてい
ます。集個は廃止し、６年毎の更新時
集団指導でしっかり間違いやすいルー
ルの周知をすべきです。ご不明な点は
ご連絡ください。（協会歯科担当☎078
－393－1809）

Ｑ１　ブリッジの仮着は１回のみか。
Ａ１　装着前の１回限り認められま
す。装着と同日の仮着は認められませ
ん。

◇ 施設基準の届出に関する定例報告に
ついて【７月31日提出締切】
　「歯初診」や「歯援診」など施設基
準届出、選定療養や実地指などについ
ての７月定例報告の案内が、近畿厚生
局から今回はハガキで届いています。
様式が送られてきませんので近畿厚生
局のHPからダウンロードして郵送で
７月31日（月）までに点検の上で送る
こととなっています。インターネット
が利用できない先生は近畿厚生局兵庫
事務所☎078－325－8925または協会事
務局☎078－393－1809（歯科直通）ま
でご連絡ください。
　「歯初診」の常勤歯科医師による院
内感染対策研修受講歴は、７月１日時
点で過去４年以内に受講している研修
を記載してください。

◇ 今年度の集団的個別指導（集個）は
歯科で234件が対象。協会は、高点
数を理由とした指導の廃止を求めて
います。
　集個は、「教育的観点から指導を実
施し、レセプト１枚当たりの平均点数
が高いことを認識させ、保険診療に対

員員

稿稿

会

投

員員

稿稿

会

投

ホイホイ漫画49
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

それでもやって委員会

　

戦
争
に
負
け
、
無
条
件
降
伏
を

し
、
進
駐
軍
が
や
っ
て
き
て
、
政

治
・
教
育
に
介
入
し
、
家
族
制
度

が
変
わ
っ
た
。
ま
ず
「
家
」
と
い

う
考
え
が
な
く
な
っ
た
。
結
婚
す

る
と
新
た
な
一
家
が
成
立
す
る
。

財
産
・
負
債
は
子
ど
も
に
平
等
に

分
け
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
親

の
面
倒
は
見
な
く
て
も
い
い
と
い

う
考
え
方
が
広
が
り
、
民
法
の
親

族
扶
養
の
義
務
の
項
目
は
無
視
さ

れ
た
状
態
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
第
一
子
が
生
ま
れ

る
と
状
況
が
一
変
す
る
。
時
に
は

今
ま
で
生
き
物
を
育
て
た
経
験
が

な
い
の
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
恐

ろ
し
い
親
も
い
た
が
、
多
く
の
母

親
は
、
育
児
書
を
片
手
に
持
ち
、

実
母
と
相
談
し
て
子
を
成
長
さ
せ

て
い
た
。

　

出
典
は
忘
れ
た
が
、
親
子
関
係

に
つ
い
て
面
白
い
記
述
が
あ
っ

た
。
著
者
に
よ
る
と
、
遺
伝
の
関

係
で
、
外
形
が
配
偶
者
に
似
て
い

る
と
性
格
は
自
分
に
似
て
お
り
、

外
形
が
自
分
に
似
て
い
る
と
性
格

は
配
偶
者
に
似
て
い
る
と
い
う
結

果
を
報
告
し
、
配
偶
者
の
遺
伝
の

濃
い
子
ど
も
に
は
寛
容
で
、
自
分

の
遺
伝
の
濃
い
子
ど
も
に
は
厳
し

い
と
も
述
べ
て
い
た
。

　

そ
の
説
で
親
子
関
係
、
第
二
子

を
見
る
と
面
白
い
。
第
一
子
と
の

年
齢
の
差
が
近
い
ほ
ど
、
第
二
子

は
第
一
子
を
見
て
育
っ
て
い
く
。

従
っ
て
第
二
子
は
手
が
か
か
ら
な

い
。
親
は
配
偶
者
の
遺
伝
が
濃
い

と
褒
め
る
が
、
自
分
の
遺
伝
の
濃

い
子
ど
も
は
褒
め
な
い
。
す
る

と
、
第
二
子
は
褒
め
て
も
ら
え
な

い
不
満
か
ら
、
逆
ら
う
と
い
う
行

動
に
出
て
、
注
目
を
引
こ
う
と
す

る
が
、
逆
効
果
で
怒
り
を
買
っ
て

し
ま
い
、
異
端
児
の
烙
印
を
植
え

付
け
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。

　

人
間
に
は
そ
の
人
に
し
か
な
い

才
能
が
あ
る
と
い
う
。
エ
マ
ー
ソ

ン
は
そ
の
人
独
特
の
才
能
を
発
揮

し
た
人
を
天
才
と
い
い
、
現
に
山

下
清
画
伯
を
見
つ
け
て
い
る
。

　

西
宮
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
甲
寿
園
」
の
歴
代
の
園
長
方

は
、
障
害
児
の
方
の
私
ど
も
の
及

び
も
つ
か
な
い
驚
異
的
な
才
能
を

見
つ
け
、
そ
れ
を
発
揮
さ
せ
、
園

の
事
業
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ

る
。

　

才
能
を
見
つ
け
る
の
は
、
子
ど

も
を
育
て
る
親
が
一
番
で
は
な
い

か
。
偏
差
値
な
ん
か
く
そ
食
ら
え

で
得
意
分
野
を
見
つ
け
て
、
活
躍

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
第
二

子
以
下
、
特
に
第
二
子
の
特
異
性

を
観
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
て
あ

げ
て
ほ
し
い
。

第二子の不思議

灘区　　岡本　好司

歯科技工士・歯科医師のための

インボイス問題学習会

※歯科技工問題に関する厚労省交渉の報告含む
Zoomの場合、当日右からご入室を。来場お申し込みは、☎078－393－1809まで

日　時　７月29日(土）17時～19時
会　場　協会５階会議室（Zoom併用）
講　師　神戸共同経理事務所　大嶋誠税理士

https://onl.tw/t8FsyVA
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６
月
18
日
、
協
会
会
議
室

で
行
わ
れ
た
第
55
回
総
会
で

の
理
事
長
あ
い
さ
つ
、
発

言
、
執
行
部
答
弁
、
来
賓
あ

い
さ
つ
と
顧
問
弁
護
士
交
代

の
あ
い
さ
つ
の
要
旨
、
祝
電

メ
ッ
セ
ー
ジ
一
覧
、
決
議
全

文
を
掲
載
す
る
。

第55回総会　詳報

社会保障切り捨ての政治転換を社会保障切り捨ての政治転換を
「
ト
リ
プ
ル
改
定
」
で
の

診
療
報
酬
引
き
上
げ
不
可
欠

理
事
長　
　

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

西
山　

裕
康

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
９
波
が
懸

念
さ
れ
、
状
況
変
化
へ
の
即
応
体

制
が
必
要
だ
。
こ
れ
ま
で
の
政
府

の
感
染
対
策
の
事
後
検
証
は
不
十

分
で
あ
り
、
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

結
果
を
医
療
機
関
や
国
民
に
は
っ

き
り
と
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

協
会
は
コ
ロ
ナ
対
応
を
中
心
に

「
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
重
ね
、

会
員
の
現
状
と
要
求
を
発
信
し
続

け
て
き
た
。
同
時
に
受
診
抑
制
を

き
た
し
、
病
気
を
「
自
己
診
断
・

自
己
治
療
・
自
己
責
任
」
に
追
い

や
る
「
患
者
窓
口
負
担
増
」
へ
の

反
対
に
も
取
り
組
み
、
患
者
窓
口

負
担
「
ゼ
ロ
の
会
」
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
も
積
極

的
に
組
織
・
共
済
活
動
に
取
り
組

ん
だ
。
入
手
し
づ
ら
く
な
っ
た
衛

生
用
品
の
あ
っ
せ
ん
や
、
補
助
金

や
診
療
報
酬
特
例
に
関
す
る
会
員

へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
、

多
く
の
医
療
機
関
か
ら
信
頼
を

得
、
多
く
の
入
会
を
得
た
。
四
つ

の
県
立
病
院
が
入
会
し
た
の
を
は

じ
め
、
県
下
３
４
７
病
院
の
う
ち

２
８
９
病
院
が
会
員
と
な
り
、
病

院
組
織
率
は
83
％
と
な
っ
た
。

　

来
年
は
診
療
報
酬
、
介
護
報

酬
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
報

酬
が
同
時
に
改
定
さ
れ
る
「
ト
リ

プ
ル
改
定
」
が
行
わ
れ
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
人
件
費
の

上
昇
に
よ
り
医
療
機
関
の
支
出
は

増
加
し
て
お
り
、
診
療
報
酬
引
き

上
げ
は
不
可
欠
だ
。
医
療
・
介
護

分
野
に
従
事
す
る
労
働
者
８
０
０

万
人
の
賃
上
げ
に
も
対
応
で
き
な

い
。

　

今
年
度
予
算
で
防
衛
費
が
国
の

歳
出
に
占
め
る
割
合
は
防
衛
力
強

化
資
金
も
合
わ
せ
る
と
約
10
％

だ
。
専
守
防
衛
か
ら
逸
脱
す
る
よ

う
な
防
衛
費
増
を
、
国
民
の
命
と

健
康
を
守
る
私
た
ち
医
師
・
歯
科

医
師
は
決
し
て
許
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
の

要
求
に
対
し
て
は
財
源
が
な
い
と

し
、
防
衛
費
に
つ
い
て
は
金
額
あ

り
き
の
政
府
の
姿
勢
に
は
憤
り
を

覚
え
る
。
社
会
保
障
の
原
則
で
あ

る
「
能
力
に
応
じ
た
負
担
、
必
要

に
応
じ
た
給
付
、
再
分
配
機
能
」

の
徹
底
こ
そ
必
要
で
あ
り
、
内
部

留
保
を
積
み
上
げ
て
い
る
大
企
業

こ
そ
高
い
税
負
担
能
力
が
あ
る
と

み
る
べ
き
だ
。
税
・
社
会
保
険
料

と
も
に
逆
進
性
の
解
消
と
累
進
性

の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、「
患
者

窓
口
負
担
」
は
ゼ
ロ
を
目
指
す
べ

き
で
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

資
格
確
認
の
不
具
合
が
大
き
く
マ

ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
シ
ス
テ
ム
の
利
用
率
は
わ

ず
か
２
％
で
、「
マ
イ
ナ
保
険

証
」
は
必
要
な
い
と
い
う
の
が
現

場
の
実
感
だ
。「
カ
ー
ド
の
普

及
」
が
目
的
化
し
、
小
さ
な
ト
ラ

ブ
ル
は
仕
方
な
い
と
す
る
政
府
の

姿
勢
は
危
険
極
ま
り
な
い
。
医
療

に
関
す
る
個
人
情
報
は
極
め
て
セ

ン
シ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
、
ト
ラ
ブ
ル

は
国
民
の
命
と
健
康
に
危
険
を
及

ぼ
す
。
保
険
証
廃
止
は
撤
回
す
べ

き
で
次
の
一
手
を
推
し
進
め
た

い
。

　

過
去
30
年
間
低
迷
し
て
き
た
日

本
経
済
は
自
然
現
象
で
は
な
く
、

そ
の
時
々
の
政
策
の
結
果
で
あ

る
。
そ
の
期
間
の
大
半
、
国
家
の

舵
を
取
っ
て
き
た
自
民
党
政
権
に

こ
れ
か
ら
も
任
せ
て
成
長
を
期
待

す
る
の
は
根
拠
に
乏
し
い
。
総
選

挙
は
遠
の
い
た
が
、
次
の
選
挙
で

は
ぜ
ひ
、
こ
の
点
を
考
慮
し
て
投

票
先
を
選
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

発　
　

言

発　
　

言

保
険
証
廃
止
、政
府
は

立
ち
止
ま
る
勇
気
を

国
債
発
行
で
の

財
源
確
保
は
可
能
だ

国
籍
・
宗
教
問
わ
ず

医
療
受
け
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
を

日
常
診
療
経
験
交
流
会
に

ぜ
ひ
ご
参
加
を

組
織
拡
大
へ
の

ご
協
力
に
感
謝

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で

分
断
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

歯科部会政策部

国際部

研究部

組織部

歯科部会

島津 俊二評議員幸田 雄策理事

辛　龍文評議員

清水 映二理事

宮武 博明副理事長

白岩 一心副理事長

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

憲
法
蹂
躙
す
る
政
治
に

広
が
る
国
民
の
疑
念

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長　

住
江　

憲
勇
様

　

会
員
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、

県
民
の
医
療
と
社
会
保
障
の
充
実

・
改
善
に
向
け
た
、
粘
り
強
い
偉

大
な
ご
奮
闘
、
保
団
連
の
活
動
へ

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
に
改
め
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
続

出
で
国
民
の
個
人
情
報
を
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
紐
づ
け
る
こ
と

自
体
の
危
険
性
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
資
格
確
認
書
の
申

請
主
義
な
ど
で
無
保
険
者
を
つ
く

り
だ
す
の
は
皆
保
険
制
度
の
根
幹

を
ゆ
る
が
す
問
題
だ
。
国
民
に
と

っ
て
も
医
療
現
場
に
と
っ
て
も
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
は
危
険
極
ま

り
な
い
。
直
ち
に
運
用
を
停
止

し
、
全
件
チ
ェ
ッ
ク
、
全
容
を
解

明
し
、
再
発
さ
せ
な
い
担
保
を
国

民
に
指
し
示
す
こ
と
が
必
要
だ
と

マ
ス
コ
ミ
に
対
し
て
も
強
く
訴
え

て
い
る
。
世
論
調
査
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
拡
大
に
不
安

を
感
じ
る
と
い
う
方
が
76
％
と
の

結
果
だ
っ
た
。
保
守
層
か
ら
見
て

も
、
い
ま
の
岸
田
政
権
の
国
政
運

営
の
危
う
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
。
一
つ
は
安
保
３
文
書
の

閣
議
決
定
に
よ
り
敵
基
地
攻
撃
能

力
保
有
を
認
め
、
大
軍
拡
を
進
め

る
平
和
主
義
の
蹂
躙
。
二
つ
目
は

閣
議
決
定
に
よ
っ
て
立
法
府
で
の

審
議
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
国
民

主
権
の
蹂
躙
。
三
つ
目
は
保
険
料

の
負
担
増
、
入
管
改
悪
法
な
ど
基

本
的
人
権
の
蹂
躙
。
こ
れ
ら
は
す

な
わ
ち
平
和
主
義
、
国
民
主
権
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
の
否
定
・
破

壊
で
あ
り
、
大
日
本
帝
国
憲
法
へ

の
回
帰
だ
。

　

少
子
化
対
策
も
社
会
保
障
費
の

抑
制
や
庶
民
増
税
に
よ
る
財
源
調

達
で
あ
り
、
所
得
再
分
配
機
能
の

強
化
で
は
な
い
。
保
険
証
廃
止
に

つ
い
て
も
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
目
的
は

社
会
保
障
給
付
抑
制
、
営
利
資
本

へ
の
利
活
用
だ
。
国
民
へ
の
さ
ら

な
る
搾
取
・
収
奪
が
狙
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
国
会
運
営
に
保

守
層
も
含
め
た
多
く
の
国
民
の
疑

念
が
沸
き
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

会
員
の
生
活
・
権
利
を
守
り
、

国
民
の
医
療
・
社
会
保
障
改
善
・

充
実
に
向
け
た
運
動
を
と
も
に
全

国
で
展
開
し
よ
う
。

　

協
会
は
当
局
に
よ
る
不
当
な
減

点
な
ど
に
対
抗
し
て
、
保
険
医
の

生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
に
設
立

さ
れ
た
保
険
医
ク
ラ
ブ
を
前
身
と

し
て
い
る
。

　

今
回
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題

は
不
当
な
減
点
が
横
行
し
た
時
代

に
匹
敵
す
る
問
題
で
、
廃
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
も

あ
る
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
い
う

姑
息
な
手
段
に
よ
っ
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
上
が
っ

た
が
、
短
期
間
に
集
中
し
た
業
務

の
た
め
紐
付
け
ミ
ス
が
起
き
て
い

る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
作
成
は

個
人
の
自
由
意
志
に
基
づ
く
こ
と

と
す
る
こ
と
、
保
険
証
廃
止
の
撤

回
、
紐
づ
け
は
個
人
の
自
由
意
志

に
基
づ
く
と
す
る
こ
と
、
紐
づ
け

の
影
響
を
再
検
討
す
る
こ
と
。
協

会
の
設
立
意
義
を
踏
ま
え
て
、
運

動
の
中
心
課
題
と
し
て
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

れ
い
わ
新
選
組
は
、
国
債
発
行

に
よ
っ
て
財
源
を
確
保
し
社
会
保

障
充
実
・
消
費
税
廃
止
を
訴
え
て

い
る
。

　

今
年
も
10
月
29
日
に
協
会
会
議

室
で
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
開

催
す
る
。
今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
「
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
描
い
た
コ

ロ
ナ
と
そ
の
先
」
だ
。
み
な
さ
ん

の
診
療
で
得
た
「
宝
物
」
を
発
表

　

会
員
拡
大
へ
の
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。
引
き
続
き
、
紹
介

状
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

会
員
数
は
７
７
０
１
人
と
年
度
末

最
高
を
更
新
し
た
。
医
科
は
95

％
、
歯
科
は
75
％
と
い
う
組
織
率

だ
が
、
さ
ら
に
会
員
を
増
や
し
て

い
る
の
は
事
務
局
の
努
力
が
大
き

い
。
病
院
の
８
割
以
上
が
入
会
し

て
お
り
、
県
立
病
院
も
入
会
が
半

数
を
超
え
て
い
る
。
勤
務
医
の
入

会
を
増
や
そ
う
と
種
を
ま
い
て
い

る
と
こ
ろ
な
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　

西
宮
市
立
中
央
病
院
の
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
科
の
査
定
に
つ
い
て

事
務
局
と
と
も
に
訪
問
し
、
検
討

を
行
っ
た
。
勤
務
医
の
先
生
方
と

接
点
を
も
ち
審
査
の
相
談
に
の
る

な
ど
、
こ
う
い
う
努
力
が
会
員
拡

大
に
は
効
い
て
く
る
と
思
う
。

　

国
際
部
は
３
月
に
第
２
回
「
や

さ
し
い
日
本
語
」
実
地
研
修
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。

　

今
国
会
で
政
府
与
党
は
入
管
難

民
法
の
改
悪
を
強
行
し
た
。
一

方
、
技
能
実
習
制
度
を
見
直
し
新

た
な
制
度
を
創
設
す
る
と
し
て
い

る
。
外
国
人
の
命
と
人
権
を
な
い

が
し
ろ
に
し
な
が
ら
労
働
力
不
足

の
穴
埋
め
を
外
国
人
に
頼
る
と
い

う
政
策
は
大
き
な
問
題
だ
。
７
月

に
は
移
住
者
と
連
帯
す
る
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
鳥
井
一
平
氏
を
招

い
て
学
習
会
を
行
う
。

　

国
際
部
で
は
、
外
国
人
に
必
要

な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
際
交

流
も
活
発
に
行
っ
て
い
こ
う
と
企

画
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
多
く
の

先
生
方
の
ご
参
加
を
呼
び
か
け
た

い
。
私
自
身
も
日
本
で
生
ま
れ
育

　

国
債
発
行
は
国
民
の
お
金
を
減

ら
す
方
法
で
な
く
、
逆
に
国
民
の

お
金
を
増
や
す
方
法
だ
と
し
て
い

る
。

　

こ
の
れ
い
わ
新
選
組
を
協
会
は

応
援
す
べ
き
だ
。
評
議
員
会
や
総

会
で
の
講
演
会
の
演
者
と
し
て
呼

ぶ
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

　

日
本
は
自
由
貿
易
の
国
な
の
で

国
債
発
行
で
お
金
を
増
や
し
て
も

イ
ン
フ
レ
は
起
こ
ら
な
い
。

　

問
題
は
山
積
み
だ
が
、
そ
の
根

本
に
は
、
事
実
上
内
閣
や
国
会
の

上
に
日
米
合
同
委
員
会
が
あ
る
な

ど
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
政
治

が
あ
る
と
思
う
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。
こ
の
運
動
は
診
療
報

酬
改
善
、
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

の
推
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

厚
労
省
へ
の
要
請
を
繰
り
返
し
て

い
る
ほ
か
、
国
会
議
員
へ
の
請
願

活
動
を
し
て
い
る
。
県
の
物
価
高

騰
対
策
の
対
象
に
歯
科
技
工
所
が

加
わ
っ
て
い
る
の
は
運
動
の
成
果

だ
。

　

10
月
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実
施

で
、
歯
科
技
工
所
が
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
る
危
機
が
起
こ
っ
て
い

る
。
歯
科
部
会
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
よ
っ
て
、
歯
科
医
療
界
が

分
断
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
発
信

し
て
い
る
。
７
月
に
学
習
会
を
開

き
、
運
動
を
さ
ら
に
推
進
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

歯
科
医
療
の
改
善
へ
今
ま
で
以

上
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

し
て
い
た
だ
く
分
科
会
の
演
題
を

募
集
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
応
募

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

こ
の
３
年
間
は
分
科
会
し
か
開

催
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
特

別
講
演
会
を
開
催
す
る
。
テ
ー
マ

は
「
人
類
生
存
へ
の
脅
威
と
そ
の

処
方
箋
」
で
、
群
星
沖
縄
臨
床
研

修
セ
ン
タ
ー
の
徳
田
安
春
セ
ン
タ

ー
長
が
講
演
す
る
。「
医
師
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
は
戦
争
を

さ
せ
な
い
こ
と
、
不
戦
よ
り
も
強

い
非
戦
を
貫
く
」
と
い
う
立
場
で

講
演
い
た
だ
く
予
定
だ
。
オ
ン
ラ

イ
ン
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
行
う

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た

い
。

 

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

っ
た
が
、
在
日
韓
国
人
で
、
他
人

事
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
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島
津
先
生
に
答
弁
す
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
一
連
の
政
策

は
、
国
民
の
個
人
情
報
を
政
府
が

収
集
し
、
監
視
を
強
め
る
と
と
も

に
、
企
業
に
営
利
目
的
で
の
活
用

を
促
し
、
新
た
な
利
権
を
生
み
出

さ
せ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
も
と
で
は
自

己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
と
い
う

人
権
が
ま
っ
た
く
守
ら
れ
て
い
な

い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
に
お
い
て
は

シ
ス
テ
ム
の
破
綻
が
医
療
現
場
で

　

協
会
の
顧
問
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
50
年
余
り
に
な
る
。
大
き
な

裁
判
と
し
て
小
田
健
保
訴
訟
が
あ

っ
た
。
股
関
節
周
囲
炎
と
い
う
病

名
で
診
察
を
し
た
際
、
そ
ん
な
病

気
は
な
い
と
の
基
金
の
査
定
減
点

を
受
け
裁
判
を
し
た
も
の
だ
。
こ

う
い
っ
た
裁
判
を
通
じ
て
、
不
当

な
査
定
減
点
は
許
さ
れ
な
い
と
い

う
運
動
が
前
進
し
た
こ
と
に
寄
与

で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

◆
退
任
あ
い
さ
つ
◆

◆
新
任
あ
い
さ
つ
◆

　

小
牧
弁
護
士
を
中
心
と
し
て
保

険
診
療
法
制
研
究
会
を
立
ち
上

げ
、
２
カ
月
に
１
回
保
険
医
に
か

か
わ
る
法
的
問
題
に
つ
い
て
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
小
牧

弁
護
士
と
は
私
が
神
戸
花
く
ま
法

律
事
務
所
に
入
所
し
て
以
来
の
つ

な
が
り
だ
。
個
別
の
法
律
相
談
も

顕
在
化
し
て
い
る
。
制
度
稼
働
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
認
証
さ
れ
な
い

例
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
使
用
・
不
使
用
に
よ

る
支
払
い
の
多
寡
と
い
う
不
当
性

も
存
在
す
る
。

　

こ
の
間
の
拙
速
、
強
引
な
法
律

制
定
に
抗
議
し
続
け
る
と
と
も

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
任

意
取
得
の
確
認
を
求
め
続
け
、
資

格
確
認
書
の
無
条
件
一
律
発
行
な

ど
を
求
め
て
運
動
し
て
い
く
。

　

幸
田
先
生
に
答
弁
す
る
。
れ
い

わ
新
選
組
の
財
政
政
策
は
注
目
に

値
す
る
も
の
だ
が
、
重
要
な
の
は

国
債
発
行
で
う
み
だ
し
た
お
金
で

「
介
護
・
医
療
・
子
育
て
、
お
よ

び
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
分
野
で
」「
大
胆
に
、
財
政
出

動
を
行
う
」
と
い
う
こ
と
だ
。
政

府
も
国
債
発
行
を
行
っ
て
い
る

が
、
大
企
業
へ
の
利
益
供
与
や
ア

メ
リ
カ
製
の
兵
器
の
購
入
に
あ
て

て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

評
議
員
会
や
総
会
は
協
会
の
機

関
会
議
で
あ
り
、
一
政
党
か
ら
講

師
を
お
呼
び
す
る
の
は
、
会
員
の

思
想
信
条
や
政
治
的
な
立
場
を
尊

重
す
る
会
務
運
営
か
ら
す
れ
ば
難

し
い
が
、
各
種
選
挙
に
際
し
て
は

会
員
へ
の
情
報
提
供
と
い
う
目
的

で
各
党
か
ら
候
補
者
を
お
呼
び

し
、
ご
講
演
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

辛
先
生
に
答
弁
す
る
。
国
際
部

が
、
国
籍
や
宗
教
を
問
わ
ず
あ
ら

ゆ
る
人
の
命
と
健
康
を
守
る
医
師

・
歯
科
医
師
と
し
て
、
外
国
人
に

必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
お
ら
れ
る
こ

と
に
賛
意
を
表
す
る
。
今
回
法
改

正
さ
れ
た
入
管
法
に
は
強
く
抗
議

し
た
い
。

　

清
水
先
生
に
答
弁
す
る
。
研
究

部
に
は
日
頃
か
ら
レ
ベ
ル
の
高
い

研
究
会
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
感
謝
し
て
い
る
。
日
常

診
療
経
験
交
流
会
に
多
く
の
先
生

方
が
参
加
さ
れ
、
会
員
相
互
の
知

識
が
深
ま
る
こ
と
を
切
望
し
、
協

力
し
て
い
き
た
い
。

　

宮
武
先
生
に
答
弁
す
る
。
会
員

増
、
組
織
率
拡
大
を
め
ざ
し
た
活

動
に
感
謝
す
る
。
保
険
医
協
会
の

活
動
に
お
い
て
、
会
員
増
、
組
織

率
拡
大
を
行
う
こ
と
は
運
動
を
推

し
進
め
て
行
く
た
め
に
不
可
欠
な

活
動
だ
。
こ
れ
か
ら
も
協
会
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

白
岩
先
生
に
答
弁
す
る
。「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵

人
権
を
守
る
た
め

マ
イ
ナ
保
険
証
に
反
対
し
よ
う

顧
問
弁
護
士
を
務
め
50
年

会
員
の
先
生
方
に
感
謝

保
険
医
の
先
生
方
の
権
利
擁
護
に

資
す
る
よ
う
行
動
し
た
い

「
保
険
で
よ
り
良
い
」運
動
に

さ
ら
な
る
ご
協
力
を

森岡 芳雄
副理事長

小牧 英夫
顧問弁護士

野田 倫子
顧問弁護士

加藤 擁一
副理事長

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

庫
連
絡
会
の
活
動
は
12
年
目
に
な

り
、
協
会
の
枠
を
超
え
、
歯
科
衛

生
士
、
歯
科
技
工
士
も
含
め
た
市

民
運
動
と
し
て
、
継
続
は
力
な
り

と
感
じ
て
い
る
。
保
険
で
白
い
歯

を
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求
に

対
し
、
少
し
だ
が
前
進
し
、
数
年

前
か
ら
保
険
導
入
さ
れ
た
。
窓
口

負
担
を
引
き
下
げ
て
ほ
し
い
と
い

う
要
求
に
関
し
て
は
こ
ど
も
医
療

費
無
料
化
も
少
し
ず
つ
前
進
し
て

い
る
。
一
方
歯
科
医
療
費
の
拡
充

は
ま
だ
ま
だ
運
動
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
今
歯
科
技
工
士

の
問
題
が
非
常
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
は
消
費
税
を
零
細
な
技
工
士
に

負
担
さ
せ
て
技
工
所
を
潰
し
、
歯

科
医
師
と
歯
科
技
工
士
を
分
断
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
７
月
に

は
学
習
会
も
開
く
の
で
ぜ
ひ
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
安
心
し
て
歯

科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
い
る
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
眼
科
の
先
生
の
保
険
医

療
機
関
指
定
と
保
険
医
登
録
の
取

り
消
し
撤
回
を
求
め
て
訴
訟
し
た

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
監
査
や
取
り
消
し
処
分
は
行
政

の
思
う
ま
ま
に
行
わ
れ
て
き
て
い

た
の
が
、
勝
手
に
処
分
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
意
義
が

あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
後
、
甲
府

で
溝
部
達
子
先
生
の
処
分
取
り
消

し
を
巡
っ
て
訴
訟
が
あ
り
勝
訴
す

る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
神
戸

の
裁
判
は
負
け
て
し
ま
っ
た
が
お

役
に
立
て
た
と
思
う
。

　

日
常
的
に
は
、
会
員
の
先
生
方

の
色
々
な
ご
相
談
を
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
先
生
方
と
お

近
づ
き
に
な
り
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
て
い
る
。
医
師
は
科
学
者
だ
と

感
じ
た
。

　

お
役
に
立
て
た
か
心
も
と
な
い

が
、
本
日
こ
う
し
て
野
田
弁
護
士

に
引
き
継
げ
る
と
い
う
こ
と
で
安

心
し
て
い
る
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

一
緒
に
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

き
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ま
の
地
道
な

努
力
で
不
当
な
個
別
指
導
は
比
較

的
減
っ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、
今

後
少
し
で
も
後
退
さ
せ
る
よ
う
な

動
き
が
あ
れ
ば
毅
然
と
し
た
態
度

を
と
る
必
要
が
あ
る
。
政
府
は
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
や
保

険
証
廃
止
な
ど
、
既
存
の
制
度
を

大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
本
質
は
行
政
に
よ
る
個
人
情

報
の
取
得
、
監
視
社
会
の
問
題

だ
。
先
生
方
の
権
利
擁
護
に
資
す

る
よ
う
に
、
意
見
を
発
出
し
行
動

し
て
い
き
た
い
。

　

保
険
医
の
先
生
方
の
日
々
生
じ

う
る
経
営
や
法
的
問
題
に
つ
い
て

少
し
で
も
支
援
し
、
正
当
な
権
利

を
守
る
こ
と
が
、
国
民
が
医
療
を

受
け
る
権
利
に
資
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
研
鑽
を
重

ね
、
お
役
に
立
て
る
よ
う
全
力
を

尽
く
し
た
い
。

協
会
・
医
会
・
協
同
組
合　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
会
長　

住

江
憲
勇
、
北
海
道
、
岩
手
、
宮
城
、
秋
田
、
山
形
、
福
島
、
茨

城
、
群
馬
、
栃
木
、
埼
玉
、
千
葉
、
東
京
、
東
京
歯
科
、
神
奈

川
、
岐
阜
、
静
岡
、
愛
知
、
三
重
、
滋
賀
、
京
都
、
京
都
歯
科
、

大
阪
、
大
阪
歯
科
、
奈
良
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
島
根
、
広
島
、
山

口
、
徳
島
、
香
川
、
愛
媛
、
高
知
、
福
岡
、
福
岡
歯
科
、
佐
賀
、

長
崎
、
大
分
、
宮
崎
、
熊
本
、
大
阪
協
同
組
合

議
員
等　

衆
議
院
議
員　

盛
山
正
仁
、
関
芳
弘
、
大
串
ま
さ
き
、

井
坂
信
彦
、
櫻
井
周
、
参
議
院
議
員　

末
松
信
介
、
室
井
邦
彦
、

小
池
晃
、
元
参
議
院
議
員　

辻
泰
弘

生
命
保
険
会
社
等　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
社
長　

永
島

英
器
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
代
表
取
締
役
社
長　

米
山
好

映
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
神
戸
支
社
支
社
長　

坂
井
洋
介
、

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社
神
戸
支
社
支
社
長　

西
田
匡
志
、

（
株
）
三
井
住
友
銀
行
神
戸
法
人
営
業
第
一
部
長　

中
村
浩
一
郎

医
療
関
係
団
体　

兵
庫
県
歯
科
医
師
会
会
長　

澤
田
隆
、
全
日
本

民
主
医
療
機
関
連
合
会
会
長　

増
田
剛
、
兵
庫
県
民
主
医
療
機
関

連
合
会
会
長　

大
澤
芳
清
、
協
同
組
合
兵
庫
県
保
険
鍼
灸
師
会
理

事
長　

藤
岡
東
洋
雄

友
好
団
体
・
業
者　

憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災
救
援
・
復
興
兵
庫
県
民
会
議
、
兵
庫
県
労
働
組
合

総
連
合
議
長　

成
山
太
志
、
兵
庫
県
商
工
団
体
連
合
会
会
長　

土

谷
洋
男
、
兵
庫
障
害
者
連
絡
協
議
会
、
兵
庫
県
高
等
学
校
教
職
員

組
合
中
央
執
行
委
員
長　

中
村
太
朗
、
兵
庫
県
震
災
復
興
研
究
セ

ン
タ
ー
、
ひ
ょ
う
ご
聴
障
ネ
ッ
ト
事
務
局
長　

森
井
秀
文
、（
株
）

関
西
共
同
印
刷
所
代
表
取
締
役
社
長　

竹
村
知
洋
、（
株
）
き
か

ん
し
コ
ム
代
表
取
締
役
社
長　

岡
本
一
也

税
務
講
師
団
他　

社
会
保
険
労
務
士　

桂
好
志
郎
、
あ
い
お
い
法

律
事
務
所 祝

電
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
の
低
医
療
費
政
策
と
医
師
を
は

じ
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
は
医
療
機
関
経
営
が
補
助
金

に
よ
り
改
善
し
て
い
る
と
し
て
問
題
視
し
、
さ
ら
な
る
医
療
費
抑
制
を
狙
っ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
医
療
に
お
け
る
機
能
分
化
や
か
か
り
つ
け
医
の
制
度
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た

め
に
社
会
的
混
乱
を
も
た
ら
し
た
と
の
暴
論
を
展
開
し
、
さ
ら
な
る
病
院
統
廃
合
、
か
か
り
つ
け
医

の
制
度
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
や
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
事
実
上
の
義
務
化
、
保
険
証
廃
止
を
強

行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
患
者
と
医
療
機
関
に
負
担
を
強
い
る
と
と
も
に
、
患
者
か
ら

地
域
で
医
療
を
受
け
る
権
利
を
奪
う
も
の
で
あ
る
。

　

政
府
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
乗
じ
、
中
国
の
脅
威
や
台
湾
有
事
を
口
実
に
今
年
度
予
算
で
防
衛
費

を
昨
年
度
比
で
26
％
増
や
し
、
今
後
も
５
年
間
で
倍
増
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
政
府
の
姿
勢

は
、
日
本
国
憲
法
の
恒
久
平
和
主
義
と
は
相
い
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
安
保
３
文
書
の
改
悪

に
よ
る
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
獲
得
は
、
日
米
軍
事
同
盟
の
下
で
は
米
国
の
指
揮
下
で
、
日
本
が
他
国

に
対
し
先
制
攻
撃
を
行
う
こ
と
を
事
実
上
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
防
衛
産
業
を
国
が
支
援
す

る
防
衛
産
業
強
化
法
や
防
衛
装
備
品
移
転
３
原
則
の
緩
和
は
日
本
の
さ
ら
な
る
軍
事
大
国
化
を
目
指

す
も
の
で
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
獲
得
と
合
わ
せ
て
、
北
東
ア
ジ
ア
の
緊
張
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と

に
な
る
。
今
、
必
要
な
こ
と
は
憲
法
９
条
に
基
づ
く
平
和
外
交
の
具
体
的
実
践
で
あ
る
。

　

ま
た
、
政
府
は
防
衛
費
の
増
額
や
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
の
財
源
と
し
て
、
４
・
２
兆
円
の

歳
出
改
革
を
行
う
と
し
て
、
既
に
公
的
医
療
保
険
や
介
護
保
険
に
か
か
る
費
用
を
抑
え
る
方
針
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
医
療
、
社
会
保
障
費
を
増
や
し
て
、
提
供
体
制
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
真
っ
向
か
ら
反
す
る
政
策
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
。

　

我
々
は
、
命
と
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
大
企
業
優
遇
、
雇
用
と
社
会
保
障
切
り

捨
て
の
政
治
を
転
換
し
、
日
本
の
軍
事
大
国
化
を
許
さ
な
い
政
治
を
求
め
て
奮
闘
す
る
決
意
で
あ

る
。

　
　
　
　
　

記

一
． 

国
の
責
任
で
地
域
医
療
構
想
を
見
直
し
医
療
提
供
体
制
や
公
衆
衛
生
体
制
を
抜
本
的
に
強
化

し
、
医
療
費
抑
制
政
策
を
転
換
す
る
こ
と
。

一
． 

２
０
２
４
年
度
の
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
報
酬
改
定
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

抜
本
的
な
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
。

一
． 

患
者
・
介
護
利
用
者
負
担
増
計
画
を
や
め
、
税
・
保
険
料
の
応
能
負
担
を
強
化
し
、
医
療
・
社

会
保
障
を
拡
充
す
る
こ
と
。

一
．
保
険
証
廃
止
を
撤
回
す
る
こ
と
。

一
． 

消
費
税
を
減
税
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
を
撤
回
す
る
と
と
も
に
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を
導

入
し
て
医
療
機
関
の
控
除
対
象
外
消
費
税
負
担
を
解
消
す
る
こ
と
。

一
． 

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
実
現
の
た
め
、
保
険
適
用
範
囲
を
拡
大
し
、
歯
科
技
術
料
を
正
当

に
評
価
す
る
と
と
も
に
逆
ザ
ヤ
と
な
っ
て
い
る
金
パ
ラ
の
保
険
償
還
価
格
を
是
正
す
る
こ
と
。

一
． 

東
日
本
大
震
災
や
台
風
、
豪
雨
な
ど
災
害
被
災
者
に
対
し
、
公
的
補
償
を
抜
本
的
に
強
め
る
こ

と
。

一
． 

再
稼
働
し
た
原
発
を
直
ち
に
停
止
し
、
原
発
ゼ
ロ
政
策
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡

大
を
進
め
る
こ
と
。

一
．
日
本
国
憲
法
を
堅
持
し
、
そ
の
理
念
が
行
き
届
く
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。
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診診 内内 研研
よよ りり 538

宮崎大学医学部　感染症学講座寄生虫学分野　教授 丸山　治彦先生講演

国内で遭遇する主な寄生虫症と
熱帯病治療薬研究班の活動

わが国の寄生虫症の特徴
　寄生虫症は以下の四つに分けて考
えるのが便利である。すなわち、①
ヒトからヒトへ直接伝播（経口・経
皮・経粘膜）するもの、②汚染され
た水系・土壌から感染（経口・経
皮）するもの、③吸血昆虫から感染
するもの、④寄生虫が感染している
食材を加熱せずに摂取して感染する
食品由来寄生虫症、である。
　ヒト・ヒト間伝播があるものの代
表にはアメーバ赤痢、膣トリコモナ
ス症、疥癬があり、性感染症の側面
がある。水系・土壌からの感染はい
わゆる土壌媒介性寄生虫症や住血吸
虫症を含み、わが国で注意すべきな
のはエキノコックス症である。昆虫
媒介性寄生虫症にはマラリアやフィ
ラリア症など世界的には重要な寄生
虫症が含まれるが、わが国からはす
でに排除eliminationされており、イ
ヌ糸状虫症、イノシシ由来のオンコ
セルカ症、東洋眼虫症などが散発的
に発生する程度である。
　日本でもっとも種類が多く多彩な
のは、最後のカテゴリーの食品由来
寄生虫症である。これは生食を好む
日本人の食習慣によることは明らか
で、疾患としてはアニサキス症、ト
キソプラズマ症、肺吸虫症、トキソ
カラ症などがある。

最近注目される食品由来寄生虫症
　わが国で遭遇する食品由来寄生虫
症を表にまとめた。この中で患者数
がもっとも多いと考えられるのはア
ニサキス症で、食中毒としての届出
が年間で400～600例ある。いわゆる
アニサキスはクジラ類に寄生し複数

の種からなるが、日本周辺で水揚げ
される魚に寄生しているのはほとん
どがA. simplex sensu strictoかA. 
pegreffiiである。前者は北方海域か
ら太平洋、後者は東シナ海から日本
海に分布している。症例の大部分は
胃アニサキス症で、海産魚類摂取後
数時間後から24時間以内に激烈な腹
痛に見舞われる。予防は、十分な加
熱調理（60度１分以上） または
-20ºC以下での24時間以上の凍結で
可能である。
　海産魚介類が原因の寄生虫症は、
他に旋尾線虫症と日本海裂頭条虫症
がある。旋尾線虫症は皮膚爬行疹、
炎症性腸閉塞を起こし、主な原因食
品はホタルイカである。予防は、ホ
タルイカは内臓を食べないか、ある
いは加熱調理するかホタルイカを
-30ºCで24時間冷凍することであ
る。長らく成虫が不明であったが、
最近ツチクジラの腎臓に寄生してい
るクラシカウダ属線虫であることが
判明した。
　顎口虫症は2022年秋に青森県での
集団発生が報道されて注目を浴び
た。シラウオの生食が多くの患者で
確認され、この集団発生の原因虫種
は日本顎口虫と考えられた。主な症
状は皮膚爬行疹で、皮膚生検によっ
て虫体が摘除できれば診断が確定す
るが、抗体検査法が確立していない
ため、虫体が得られない場合の診断
は困難である。薬物による治療法は
確立されていないので、もっとも確
実な治療法は診断の確定を兼ねた虫
体摘出ということになる。疑い例を
含めて患者は東北地方だけでなく関
東にまで広がっており、報道をきっ
かけに受診例が増えたのではないか

と考えられる。
　肺吸虫症は代表的な食品由来寄生
虫症で、これまでにも日本人や韓国
・中国・タイなどアジア系外国人で
の発症が多く認められている。最近
の特徴として、日本人患者の減少と
外国人の出身国の多様化がみられ
る。カンボジア人技能実習生での小
規模集団発生や工場に勤めるベトナ
ム人の感染などが出てきており、こ
れらの人々に末梢血好酸球増多がみ
られたときには抗寄生虫抗体検査を
実施した方がよい。
　吸虫症では、肝蛭症というなじみ
のない寄生虫症が数は少ないながら
も発生し続けている。この寄生虫症
では、クレソンやミョウガのような
野菜に付着した寄生虫を経口摂取し
感染する。幼若虫体が肝実質を掘り
進んでいくので、食思不振や上腹部
痛を訴え、高度の好酸球増多をとも
なう肝の異常陰影が特徴的所見であ
る。注意すべき点として、吸虫症一
般に有効なプラジカンテルが無効
で、海外における標準治療薬である
トリクラベンダゾールが国内未承認
薬であることである。

寄生虫症の治療と
熱帯病治療薬研究班
　寄生虫症は、頻度は低いながら一
定数が発生し続けており、今後も消
滅する様子はない。寄生虫症の診療

上の問題点として、上述の肝蛭症の
ように、海外における標準治療薬が
国内未承認であったり、保険適用外
使用をせざるを得ないことがあげら
れる。
　寄生虫症の中でもっとも警戒すべ
きは熱帯熱マラリアで、免疫のない
日本人の初感染では急激に重症化
し、発症後数日で生命の危機に直面
し得る。重症マラリアに対する注射
薬は承認されていないので、熱帯病
治療薬研究班が特定臨床研究として
キニーネ注射薬を用いた治療を実施
中である。同様に、トキソプラズマ
症に対するピリメタミン・スルファ
ジアジン、肝蛭症に対するトリクラ
ベンダゾールを用いた治療も研究班
では実施している。これらの疾患を
疑った場合は、まずは研究班の薬剤
保管機関である国立国際医療研究セ
ンター国際感染症センター（DCC）
に問い合わせるのがよいだろう。未
承認治療について遠慮なくご連絡い
ただきたい＊＊。

＊＊ 平日昼間は国立国際医療研究セ
ンター感染症内科直通03-6228-
0738、夜間休日は代表番号03-
3202-7181に「熱帯病治療薬研究
班関連の相談」「DCCオンコール
の医師に」とお伝えください

（2023年４月８日、診療内容向上研
究会より）

食品カテゴリー 主な原因食品 寄生虫 主な症状
海産魚介類 サバ、サンマ、サケ アニサキス 腹痛

ホタルイカ 旋尾線虫 皮膚爬行疹
サーモン 日本海裂頭条虫 肛門からの虫体排出
ヒラメ クドア（粘液胞子虫）＊ 下痢、腹痛

淡水産魚介類 アユ、シラウオ 横川吸虫 下痢、腹痛
淡水産甲殻類 肺吸虫 咳、喀痰、胸痛など
淡水魚、ヘビ、カエル マンソン孤虫 移動性皮下腫瘤
淡水魚、ヘビ、カエル 顎口虫 皮膚爬行疹

鳥獣肉類 ブタ肉、牛肉 トキソプラズマ ぶどう膜炎など多彩
ウマ肉 肉胞子虫＊ 下痢、腹痛
牛肉、トリ肉 トキソカラ 咳、発熱など
イノシシ肉、シカ肉 肺吸虫 咳、喀痰、胸痛など
クマ肉 旋毛虫 筋肉痛など
ナメクジ、カタツムリ 広東住血線虫 頭痛
クレソン、ミョウガ 肝蛭 食欲不振、上腹部痛

など
＊食中毒は起こすが人体寄生はない

表　わが国で遭遇する食品由来寄生虫症

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807　新聞部まで

○合本　8,000円（特別装丁〈レザークロス、雲クロス、貼り表紙金文字〉）
○CD-ROM縮刷版　1,000円（PDFデータを１枚のCD-ROMにまとめました）
※いずれも税・送料込み

保険医新聞保険医新聞兵
庫
兵
庫

2022年版ご案内2022年版ご案内

合本／CD-ROM縮刷版合本／CD-ROM縮刷版

１年間の集大成。32号分約200面を網羅１年間の集大成。32号分約200面を網羅

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度融資部より

　協会と京都銀行の提
携融資制度は、期間限
定の特別金利キャンペ
ーンを実施していま
す。通常より年0.4％
優遇金利となります。
借り換えも可能、手数
料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利
用ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

2023年７月１日現在


